
 

お知らせ 
 
 

電力事業者の臨界事故隠し等について原子力発電関係団体協議会で 
国への特別要望を行いましたのでお知らせします 

 
 
 原子力発電関係団体協議会では、本日（４月５日）別紙のとおり、電力事業

者の臨界事故隠し等について国への特別要望を行いましたのでお知らせします。 
 

要望先 原子力安全委員会委員長 鈴木 篤之
内閣総理大臣 安倍 晋三 
経済産業大臣 甘利 明 
原子力安全･保安院長 広瀬 研吉

（対応者） 原子力安全委員会事務局長 
片山 正一郎 

原子力安全･保安院審議官 
青山 伸 

日時 平成１９年４月５日 13:30～ 平成１９年４月５日 14:00～ 

場所 原子力安全委員会 原子力安全･保安院 

要望者 原子力発電関係団体協議会（会長：宮城県知事） 

要望書 
提出者 

宮城県環境生活部長 三部 佳英   （会長県） 
佐賀県くらし環境本部長 川﨑 俊広 （前会長県） 
他 会員道県 

 
 
 
(参考：原子力発電関係団体協議会について) 
 ○ 原子力発電に伴う諸問題を研究し、地域社会の健全な発展に寄与することを

目的とし、昭和49年に設立された団体です。  
会員は、北海道、青森県、宮城県、福島県、茨城県、新潟県、石川県、福井

県、静岡県、島根県、山口県（建設予定）、愛媛県、佐賀県、鹿児島県の原子

力発電所等の立地１４道県です。  
平成19・20年度は村井宮城県知事が会長を務めます。  

平成１９年４月５日 
原子力安全対策室 
担当者 諸岡 
内線 1882  直通 0952-25-7081 
E-mail： morooka-taisuke@pref.saga.lg.jp 


